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はじめに 
 
 大正大学人間学部人間環境学科（こども文化・ビジネスコース）は本年度４月より
名称を始めとし、大幅なカリキュラムの変更が予定されている。学科内に配置された 2
コース「こども文化・ビジネスコース」と「環境政策コース」を合体し（コース名を
廃し）、人間環境学科と改組するのである。従前より大学は品性のある豊かな人間性
と創造性を備えた人材の育成に邁進し、時代や社会の変化に対応するため改組による
学部学科の設置や新コースの開設など不断の見直しを続けてきた。当学科コースにお
いても 2011年４月人間学部アーバン福祉学科から、人間環境学科に改組し、「のびの
びこどもプロダクトコース」「まち環境福祉プロダクトコース」を設置。2014年４月
にコース名を「環境コミュニティコース」に、2014年４月にコース名を「こどもコミ
ュニティコース」「環境政策コース」と変更、さらに 2016年４月には「こども文化・
ビジネスコース」へと変化を遂げてきた。当コースでは、こどもを取り巻く環境やト
レンド（世の中の動き・国の施策・関連商品など）を知ることにより社会全体を見渡
せる視野を育み、将来、こどもにかかわる幅広い分野で活躍できる人材育成を目的と
し、徹底した現場での実践的な学習を進めていた。 
そこで本稿では今後の新体制における人間環境学科において人材育成を行う一手段
として、カリキュラム改善にあたるフィールドワークの効果を検証し、新しい学科に
おいて更なる充実したフィールドワークを構築することを主眼に置いた。対象とした
のは、「人間環境学科こどもコミュニティコース」ならびに「こども文化・ビジネス
コース」である。特に本稿では、昨年の 1年生対象のフィールドワークに続きこれま
で改善に向けて検討を重ねた上で実施してきた 2年生におけるフィールドワークⅡの
記録を留めることとした。 
 研究の手順として、第一に企業や自治体、団体において求められている資質能力を
議論した上で、実態を探り本学新体制に導入できる要点を捉えた。 
第二に「人間環境学科」を支える人材育成を行うためのビジョンを描き、実施検証
を行った。最後に考察結果のまとめとして今後の課題を提示する。 
 
1．研究方法 
 「人間環境学科」を支える人材育成の検証にあたり、次の 2つの調査・研究を行っ
た。 
【調査研究１として】 
「こども文化･ビジネスコース」に所属する学生に求められる能力資質の作成と評価 
 作成メンバーは、本学教員の白土、鵜川を中心に学科長である落合を含め４名。作
成内容は、「こども文化・ビジネスコース」に求められる能力資質について、学生を
派遣する各企業、団体、自治体において任命した実習指導講師、各領域の専門家であ
るゲスト講師、白土、鵜川、太田で構成される「拡大教員会議」にて要望ならびに意
見交換、議論を行ったうえで、「何が不足しているか」「何ができるか」「学んだこ
とを今後の学生生活でどう生かすか」について、現状を把握し、派遣学生の能力資質
の作成と評価を行った。調査時期は、2018年 1月である。 
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【調査研究 2として】 
「こども文化・ビジネス」を支える人材育成に向けた討論ならびに実施検証 
 上記の調査結果に基づき、本学の特色にあったフィールドワーク改革の構想案を議
論した。議論は、2015年１月から３月にかけて全５回実施。 
2018年度のメンバーは、白土、鵜川、太田、キッズベースキャンプの三沢で行った。 
 
１．「こども文化・ビジネスコース」に所属する学生に求められる 
能力資質の作成と評価【調査研究 1】 
「拡大教員会議」にて要望ならびに意見交換、議論を行ったうえで、新学科 
「人間環境学科におけるフィールドワークにおいて次の通り目標が定められた。 
1）本コースがめざすこと･･･「こども」を総合的に学び、未来の元気をつくる 
『「こども」は、社会の未来そのもの』という観点から、本コースでは「こども」
を取り巻く環境全般について学び、幅広い分野で「こども」の笑顔を創造できる人
材育成をめざすこととした。コース内には「こどもビジネス」「こども文化（カル
チャー）」の２つのプログラムを設置。講義と並行して、独自のフィールドワーク
や各界の実務家講師によるワークショップを実施し、国際化や情報化、人口減少や
価値観の多様化など、変化する社会を生きる現代の「こども」について実践の場で
じっくりと学ぶ機会を与えることとした。 
 
2）３つのポイント 
①２つの視点から、「こども」にアプローチ 
「こどもビジネス」「こども文化（カルチャー）」の 2つのプログラムを 
用意し、2つの視点から「こども」について考え、学ぶ。 
②ビジネスの視点で「こども」を学ぶ 
「こどもビジネス」プログラムがめざすのは、こどもの笑顔が生まれる 
サービスや商品を新しく作り出すこと。子育てをする家族や保護者、 
そしてこども自身に幸せや喜びを届ける方法を学び、考え、ビジネスへとつな
げる。 
③「こども」をとりまく文化を学ぶ 
「こども文化（カルチャー）」プログラムでは、帰国子女や日本に暮らす 
移住者、難民のこども、そして世界の様々な環境で暮らすこどもたちの 
持つ「文化と心」について学ぶ。また彼らの生活のリアリティを知り、 
彼らへの支援の在り方を考察する。このプログラムを通して、国際化する社会
に対応する力を育てる。 
 
3）教育方針 
①アドミッション・ポリシー（AP） 
・こどもの笑顔を作り出したい人 
・こどもを理解し、こどもの立場に立てる人 
・外国にルーツを持つこども、世界のこどもの生活を知りたい人 
 
 
44 
 
②カリキュラム・ポリシー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ディプロマ・ポリシー 
a．知識・理解 
「こども」を取り巻く社会環境の変化を的確に捉え、多様化する価値観やラ
イフスタイルにおける課題について意欲的に学び、見識を深め、知力の充実
を図る。 
b．思考・判断 
「こども」に関わる消費行動や社会・地域の課題、多様な文化を理解した上
で、様々な状況を分析し、その要因や対処法について理論的に考察する力を
持つ。 
c．技能・表現 
「こども」に関する専門知識を学んだ成果として、自分の考えを論理的にま
とめ、聞く相手に合わせて、わかりやすく伝える能力を身につける。 
d．関心・意欲・態度 
「こども」に関する多様な領域への関心を持ち続け、社会貢献の意欲と行動
力を身につける。 
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2．「人間環境学科」を支える人材育成に向けた討論ならびに 
実施検証【調査研究３】 
1）現行のフィールドワークの改定構想案 
従前のコースの特色である「こどもに関わる現場で 90 時間のフィールドワーク」
の機会を１年次から３年次まで行い、現場での学習機会をふんだんに取り入れ、
将来こどもと家族の専門家として社会に貢献する人材育成をめざすフィールドワ
ークを発展的に改定することとした。 
現行（当時）の問題点として、派遣する本学学生は多様な入試形態から個々の
勉学意識、意欲に大きな差が生まれていること。特に２年次春学期から行うフィ
ールドワーク実習では事前学習のレベルはもとより、遅刻・欠勤等も散見され、
実習先に多大な迷惑をかけてしまう例が出ていることが挙げられた。 
これは、就職を意識し、前向きな姿勢で実習に臨んでいる他大学３年次生のフ
ィールドワーク実習生と比較されると、ややもすると本学のブランドに傷が付く
ことが懸念される。そのためには、教員による事前指導はもちろん、学生自らの
意識改革が必要であること、そして実施時期を含めカリキュラム自体の改善に取
り組むことが急務であるとの結論に至った。 
具体的には、将来専門家として子供たちを指導する要素＝安全・安心・規律・
秩序・知識・指導法（技術）などを盛り込んだカリキュラムをフィールドワーク
の実習として行い、学生がそこで得た子供たちへの指導ノウハウを何れ就職後に
生かせること、あるいは将来、自分自身が子供を持ったときに生かせることを主
眼としたプログラムの構築に取り組んだ。 
前回学科論集で発表した公益財団法人 ブルーシー・アンド・グリーンランド
財団（以下 B&G財団）とのフィールドワーク受け入れに関する協定の締結もその
一つである。 
 
2）FWⅡにおける株式会社キッズベースキャンプ（以下 KBC） 
との協定の締結 
   学生の人材育成にキッズベースキャンプの指導者養成等のノウハウがフィール
ドワークに使えないものか、という考えが発端となり、担当者レベルで協議を重
ね、人材育成に役立つ具体的な内容について提案を受け、2016年 10月 01日この
協定に結びついた。 
 
3）キッズベースキャンプとは 
   東京・神奈川に学童保育施設を 23店舗展開している株式会社キッズベースキャ
ンプ（以下、ＫＢＣ）は、「放課後の時間を“消費”から“投資へ”」をテーマに、
小学生の子どもたちに安全な放課後を提供し、遊びや学びの体験の中から“社会に
つながる人間力”を育む場となることを目指して 2006年に設立された民間学童保育
である。近年の共働き世帯の増加に伴い、22時までの延長、食事の提供、セキュリ
ティや付き添い診療、習い事送迎など、民間企業ならではの充実したサービスを提
供している。 
ＫＢＣは、学童保育事業のみならず、学童保育業界全体の質の底上げと、放課後
児童支援員という職業の地位向上を目的として、2012年に一般社団法人キッズコー 
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チ協会（以下、キッズコーチ協会）を立ち上げ、次世代の放課後児童支援員の育
成に取り組んでいる。 
 
 
 
 
 
 
4）キッズコーチとは 
キッズコーチ協会では、放課後の子どもの保育に携わる人、また志している人の
ための学童保育のプロフェッショナルを育成する「認定キッズコーチ」と、子ども
との関わり方を 3級～1級までのステップを踏みながら学ぶことができる「キッズ
コーチ検定」を開講している。 
キッズコーチ検定は、一般受講者をはじめ、百貨店やスポーツクラブなどの子ど
もと関わる機会の多い企業の従業員研修や、保育系大学の履修科目などにも活用さ
れ、幅広い層に知識を提供している。 
 
5）キッズコーチ取得のためのフィールドワーク  
ＫＢＣでは、フィールドワークの取り組みとして、大正大学の学生の受け入れ
を毎年夏に行っている。学生たちの今後の就職活動における、将来進むべき方向性
の基礎作りとなる事を目的として、保育現場の経験を通じて、子どもの発達や子ど
もとのコミュニケーションなどを実践的に学ぶ場を提供している。フィールドワー
クの実施過程は、以下のとおりだ。 
① 【事前学習】 
キッズコーチ協会が行っている「認定キッズコーチ」の座学講座（全 19時間）を
受講し、筆記試験と適性検査を受検する。 
座学講座では、「コーチング」という技法を使った子どもとの向き合い方や、リ
スクマネジメント、イベント企画、保護者とのコミュニケーションスキルの習得
をはじめ、小学生の放課後の実態や業界知識など子どもを取り巻く社会について
も学びを深め、学生たちにとって単なる就職活動だけの位置づけに留まらず、社
会人としての必要な知識習得や、人格形成の一助となるよう履修科目を構成して
いる。 
② 【フィールドワーク（実習）】 
ＫＢＣが展開する学童保育施設にて、キッズコーチ（放課後児童支援員）として
実際の保育現場を経験する。60時間の実技講習を経て、実技試験を受験。実技試験
では、子ども向けのイベント企画からファシリテーションまでを学生一人で行い、
子どもを惹きつけるテクニックやイベント進行などを総合評価する。 
実技講習においては、2泊 3日のサマーキャンプの引率も経験し、非日常の状況
下において、24時間を通した保育、野外におけるリスクマネジメントなど、より実
践的で緊張感のある保育を学ぶ機会を得られるよう設計している。 
この長時間に及ぶ実技講習は、学生にとって、自主性、責任感を養うとともに、
トライ＆エラーを幾度も重ねて理論と実践を肌で感じ、子どもと真正面に向き合う
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ことで子どもの心に寄り添うこと、子どもの成長のあり方を学ぶ有意義な実習とな
っている。 
 
 
 
 
 
 
【事後学習】 
フィールドワーク修了後の学生より、レポートを提出させ、正解がひとつでない学
童支援の悩みや疑問について、指導にあたった講師より、現場に沿ったリアルなア
ドバイスを用いながら、アフターフォローを行っている。 
また、フィールドワーク実施以後のアルバイト採用も積極的に行っており、受講
した学生の将来を見据え、バックアップを行っている。 
ＫＢＣでは、フィールドワークの実施について、学生一人一人の人格形成や将来
設計の手助けをはじめ、学童保育業界の人材育成へと繋がる貴重な機会と捉え、大
正大学のみならず、他大学においても積極的に受け入れを行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
6）フィールドワークの実績（FW＝フィールドワーク） 
①フィールドワーク参加人数 
   B&G財団ならびに KBCにおける FWを含め、この２年間の 
FW受講者数は、次表の通りとなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．学生レポートからの分析 
 1）分析方法と目的 
  フィールドワーク終了後、全参加者に「フィールドワーク実践報告」と題したレ
ポートを課している。記載すべき項目は、「1.フィールドワーク先の概要」、「2.
カリキュラム 2016（平成 28）年度 2017（平成 29）年度 
FWⅠ（１年生） ２１名 ２３名 
FWⅡ（２年生） ２１名 ２０名 
FWⅢ（３年生） ３１名 ２１名 
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フィールドワークの学習課題」、「3.フィールドワークの内容」、「4.フィールド
ワーク先に対する意見」、「5.学習成果と今後の課題や取り組み」の 5点となって
いる。 
  本節では、自由記述式の各報告内容から、学ぶことができた箇所、および課題・
問題点となる箇所を切り分けて抽出し、整理した。その上で、学生の声から見た当
フィールドワークのメリット、及び今後の展望を論じる。 
 
 2）学ぶこと、成長することができた報告 
   まずは、学ぶこと、成長することができた箇所を抽出する。 
 
・社員の方がとても明るい方たちで、挨拶もお互いにたくさん交わせてとても気持
ちが良かった。 
・子どもたちにどう行動させるか自ら考えさせる方針が非常に良いと感じた。 
・子どもと接する際には特に「傾聴」「承認」「質問」が大事であると実践して改
めて分かった。 
・喧嘩やヒヤリハットなどのトラブルがいくつか発生したが、その対応を行ったと
きに、改めてコーチングの大切さを学んだ。コーチングを意識してみると、子ども
たちが自ら考えて行動するため、こどもの成長につながると同時に、起こった問題
をスムーズに解決することができた。 
・子ども達の名前や学年を覚えて会話の中でたくさん出してあげることで、心を開
いてくれていることを実感した。 
・言い方を少し工夫することで大人にも正解を導くための道のりになることも学ん
だ。 
・今までは子どもと遊ぶとき遠慮して遊んでいたが、全力で遊ぶことが大事と学ん
だ。 
・キッズコーチも子どもと一緒に成長できる場であると感じた。 
・子どもと接するときに子どもの立場に立って物事を考えることが重要だというこ
とを学んだ。 
・スタッフや子どもとの向き合い方を考えさせられる実習だった。 
・子どもの頃の純粋な気持ちを思いだして、積極的に子どもに話しかけられるよう
になり、短い実習期間であったが、信頼関係を築くことができた。 
・子どもも私を頼ってくれるようになり、嫌な思いをした時に報告してくれるよう
になった。無事解決に導くことができたのが喜ばしかった。 
・学童保育がどんなところか知ることができた。 
・色々な子どもがいることを知ることができた。 
・キッズベースキャンプでは、小学校以上に人間性が豊かに成長できる環境になっ
ていると感じた。 
・コーチの方々が明るく一生懸命なため子どもたちとの距離が非常に近く感じられ
た。 
・外から帰った時、トイレから戻った時の手洗いやうがいを子どもたちに徹底させ
られていて非常に衛生的であった。 
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・子どもたちと関わる上で、座学の時間に学んだコーチングのスキルを実践するこ
とが難しかった。しかし、日を重ねるたびに慣れていき少しずつ実践することがで
きた。 
・学習習慣や子ども同士のかかわり方など社会力を養うという点で、学校や家では
学ぶことができない KBCならではの取り組みであると感心した。 
・今回の実習を通して学んだことは、受け身にならずに自分からいかに「自分」を
出していくことができるかということである。 
・コーチたちが全力で子ども達と関わる姿をみて、自分から全力で子どもと関わる
ことで、そこに信頼が生まれるのではないかということに気が付いた。 
・子どもは自分が全力になった分だけで応えてくれるというところに喜びとやりが
いを感じた。 
・ティーチングよりもコーチングを意識して行えるようになったため今までよりも
子どもに対する接し方が変わった。 
・周りをよく見るようになり危険な場面などを回避できるように意識するように変
わった。 
・子どもと接していたことによってかなりメンタルが鍛えられたように感じる。 
・このプログラムの中でも学習習慣サポートやキッズミーティングが印象深い。 
・私が特に目標として掲げていた“子ども一人一人と真摯に向き合い、信頼関係を
築く”は達成することができた。 
・最初は、子どもが間違ったことをしていると気付きながらも、嫌われるのではな
いか、という不安から注意することを躊躇していた。しかし、キッズコーチを観察
しているなかで、このままでは子どもたちの成長に繋がらないということに気づく
ことができた。 
・コーチングスキルを使って、間違っていることに対して注意を促すと、素直に受
け入れてくれた。注意した分、他の面でいいところを見つけ褒めることにも徹した
ところ、以前よりも子どもたちとの関係は深まった。 
・改めて“承認”“傾聴”“質問”の重要性を再確認することができた。 
・短期間の実習であったが問題なく終えた。それはコーチと子どもの距離が近く、
注意を受けると素直に反省している子が多く信頼関係が築かされていたからだ。 
・子どもたちとただ遊ぶだけでなくコーチングのスキルを使いながら、リスクを考
えつつ遊ぶのは苦労した。しかし、子どもと接することで一人ひとりの性格・特
徴・知識などリアルな現実を垣間見ることができた。 
・毎日沢山の写真を撮っていて会員のサイトで見ることができるので、保護者も自
分の子どもの様子が分かることができるので安心だと思う。お迎えに直接来た保護
者一人一人に今日の子どもの様子を伝えるなど、保護者が安心して預けられる環境
が整っていた。 
・今回の実習で子ども達を惹きつけることが如何に難しいか学んだ。 
・ミニゲームをしたり惹きつけをする前は緊張してしまったり不安になったりもし
たが、結局は私が楽しんでいたら子ども達も楽しんでくれるということに気づくこ
とができた。 
・「おやつ決めのゲーム」や「子どもを惹きつけるための技」など実技試験に向け
た練習として多くの回数を実践させていただけた。複数回 1人でゲームをファシリ
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テートしたことによって、子どもの前に立って話すことに慣れることができたのは
もちろん、上手くゲームを盛り上げることができた時は自信に繋がったり、ゲーム
を考えたり実践する上で気をつけなければいけないことに気づけたりした。 
・また、子どもはどんなことに興味を持ち、どんなゲームが盛り上がるか考えられ
るようになった。ゲーム実践後には、その都度アドバイスや反省点を挙げてくださ
ったり、上手くいくための工夫を一緒に考えてくださったり協力していただけた。 
・イベントにも多く参加させてもらい、たくさんの子どもと接する機会をいただけ
た。子ども同士の喧嘩を仲裁する際のプロのコーチングを、目の前で見ることがで
きた。子どもの喧嘩があった場合もすぐにコーチが止めに入るのではなく、近くに
自分が居たら子ども同士の喧嘩の仲裁を任せてもらえた。 
・普段は公設の学童保育でアルバイトをしているが、キッズコーチを実践して「子
どもと積極的に関わる・子どもの輪に入る」という点で運営方針の違いを感じた。 
・リスクマネジメントを意識して学童保育を実践してみると、危険性は身近に多く
潜んでいて何気ないことでも大きな事故になりかねないこともあると学習し、子ど
もたちが安全に過ごすことのできる環境づくりは大人の責任であると考えた。 
・子どもと関わるということはとても難しいことだった。「子ども」と、一言で言
ってもそれぞれの個性や性格から接する方法も変わってくる。それを学ぶことが出
来た貴重な経験になった。 
・子どもの可能性は無限大であって、それを引き出すことが出来るのがこの KBCで
あり、コーチの力だと感じた。 
・保護者との距離が近く、信頼を得ていることが分かった。保護者一人ひとりにそ
の日の子どもの様子を細かに伝えていた。毎回のように自身が知らない子どもの表
情を保護者は知ることができるため、どの保護者も楽しそうに聞いていた。 
・ケンカが起きることもしばしばあったが、その場合には座学で学んだ傾聴、承認、
質問を駆使して互いに納得させて仲を取り持った。これは座学がなればできなかっ
たことだと思う。 
・店舗も雰囲気も良く、ここで働きたいと思えるほど楽しく学ぶことができた。 
・自分の子ができても、就職しても、今回子どもとの関わりで学んだことは十分に
活かせると感じた。日々の生活でも実践していきたい。 
・コーチの皆さん子供たちのことを第一に考えて行動していることに感動した。誰
かが怪我をすれば仕事をすぐに中断し子供のところへ向かい声掛けや治療をしたり、
喧嘩などが起きれば子供一人一人と話をしてすぐに解決させる所を見て自分には真
似できないプロの技だと感じた。 
・今回の課題であった傾聴・承認・質問を意識したことにより、深く子供たちと関
わることができた。小学生はとても純粋で、褒めたらすごく喜び、注意をすれば素
直に聞いてくれる子が多くとてもフィールドワーク先に行くのが楽しみであった。 
・何事も子供の目線に立って物事を考えること。何を話すにも、説明するにも私た
ちは普段の感覚で子供に対しても話しかけてしまいがちである。しかし、子供に対
して話すときには自分が思っているよりも簡潔にまた簡単な言葉で伝える必要があ
るということだ。 
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・セーフティトークによるトラブル•事故防止を心がけること。子供が遊んでいて危
険だな、この行為はして欲しくないなと思ったときには「0.3秒前の声かけ」や事
前に子供たちにどうしたら危なくないか疑問を投げかけることが重要である。 
・話に動き・アクションをつけること。ただ、話しているだけでは子供の心には何
も伝わらない。子供に伝えるためには、子供が目で見て耳で聞いて心でも聞いても
らう必要がある。そのためには、話に強弱をつけることはもちろん動きをつけ、ジ
ェスチャーなどのアクションを加えることで子供の興味を引けるか引けないかは変
わってくる。 
・大人と子どもという関係でありながら、遊びは対等の関係であることは今後も意
識していくべきだなと思った。 
・コマやレゴ、シルバニアなど、遊んだことのないものが多くて、一緒に遊べるか
不安であったが、遊び方を教えてくれたり、コツを教えてくれたりして、 実習 3
日目には楽しめるようになった。 
・今回訪れた KBCは英語教育に力を入れていたので、他と違って英語を使うことが
多く、今後どのジャンルに行ったとしても英語は必須であると感じた。 
・コーチから言われた言葉で印象に残っているのは、ただ指示をして終わりではな
く、その後に「何を」「どうするか」まできちんと伝えなければ子どもは動いてく
れないということである。これはゲームの時だけではなく、今後子どもと関わる中
で重要なことだと強く感じた。 
・コーチングを意識して子どもと関わることができた。子どもの話を「傾聴」のス
キルを意識して聴いてあげることで話が弾んだり、「承認」のスキルを意識して子
どもを褒めることで、子どもたちの多くの笑顔がみられた。 
・子どもを惹きつける重要性を学んだ。子どもを惹きつけてから何か始めると、子
どもの意識が全然違った。人を惹きつける場があったときには、声の大きさ、表情、
体の動きを意識していきたい。 
・実習を通して、学童保育の現状の一部を知ることができた。KBCは、サービスが
非常に充実していた。 
・子どもに接するときは平等に接するよう学んでいたが、実際に子どもと関わって
みると、色々な子どもがいて対応の難しさを知った。どのような子どもにもしっか
りと対応できるようにしなければならないと感じた。 
・KBCでは、子ども一人ひとりに対し丁寧に接しており、決して優劣をつけず、そ
れぞれの個性を尊重し、子どもたちが大人に指示されるのではなく自分たちで考え
ることができるように考えられた保育が行われていることが素晴らしいと感じた。
子どもたちが何か悪さをしてしまったとき、キッズコーチは一人だけを名指して怒
り見せしめにする一罰百戒のようなことはせず、名前は出さずに「こんなことがあ
りました、みんなはどう思う？」と、キッズベースキャンプの子どもが自ら考える
ことができるような問いかけをしていたことが印象に残っている。 
・子どもと関わることは、決して簡単なことではない。しかし、子どもたちとまっ
すぐ向き合い、成長を見守ることで私自身も成長することができた。  
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 3）課題、問題点 
  次に、学生自身について、あるいは KBCに対して、課題、問題点として感じた箇
所を抽出する。 
 
・間延びをしてしまい、なかなか次の行動に移れなかったのでメリハリのある行動
を心掛けたい。 
・コーチングのスキルは子どもだけでなく、大人にも活用できると思ったので、コ
ーチングにもっと磨きをかけたいと考えた。 
・台所で洗い物をしているときに、クモやコバエ等の虫がいたので、衛生面には気
をつけておくべきだと思った。 
・スタッフから子どもの接し方、安全面などについての説明がなく、場面場面で注
意を受けることが多かった。 
・私の実習先の店舗はミーティングが一度もなかったため、改善点や反省点を自分
で考えるしかなかった。 
・当日、予定の変更はスタッフ間には連絡が伝わるが、実習生には連絡が回ってこ
ないことが多々あった。忙しいとは思うが、変更事項はその都度教えていただける
と助かると思った。 
・実習時間は 13:30～19:30の予定だったが、20～30分前には出勤するよう求めら
れた。また、定時で帰れる雰囲気ではなく、20:00を超えることもあった。 
・最終日の実技試験の時、クイズで盛り上がったが、子どもが考えている途中、ス
タッフが答えを言ってしまうのは残念でならなかった。 
・キッズコーチの資料には、子どもを叱ることも書かれていたので、実際に叱った
ら、スタッフから「叱らないように」という注意を受けた。掲げている方針とズレ
があるので、本音と建前があるように感じた。 
・最終日のゲームの実践では子どもたちを楽しませることはできたが、リスクマネ
ジメントの注意喚起がうまくいかなかったり、ルールをうまく伝えられなかったり
と様々な良い点と反省点が見つかった。子どもたちの行動の要因を考え、対策や誘
導できるようにする必要を感じた。 
・仕方のないことなのだが店舗が小さいため、店舗内でドッチボールなどをやる際
に危険なことが多々あった。人数がある程度少ない時に行ったほうがいいと感じた。 
・リスクマネジメント面では悔いが残っている。目の前で鉄棒から子どもが落ちて
しまったときに、他のコーチにすぐに助けてもらったが、自分にもできるこ  と
があったと思っているからだ。この時に、リスクマネジメントには広い視野と 素
早い対応力が求められることを学んだ。 
・今回実習を通して改めて学んだ“承認”“傾聴”“質問”を普段から意識的に使
うことと、普段から広い視野で物事をみるようにし、安全管理を常に忘れずにする
ということが自分自身の課題である。これらは、今後子どもに関わる企業に就職し
たいと考えている私には、必要不可欠な能力であり、普段から意識し、生活できる
よう心掛けていきたいと考える。 
・店舗自体が狭いこともあるが、一つの部屋でさまざまな遊びをしていた。仕切り
を立ててボール遊びをする子と本や宿題をする子が同じ部屋にいる状態だった。そ
のため、ボールが仕切りを超え、静かにそれらを進めている子に当たっていた。こ
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れらは集中力している子の妨げとなりまた、身体に当たってケガをする危険がある
と感じられた。 
・人前で発表の際は、話し方・言葉遣い・表情・声の抑揚などが大切だと感じたの
で今後の課題としたい。 
・コーチングを意識して子どもと接するようにしたが、子ども同士の喧嘩の仲裁に
はいる機会があった時、実際にコーチングを意識してやっても上手くいかなかった。
頭では理解していてもすぐに身につけられる力ではないと感じたので、今後は子ど
もと接する時だけでなく、日常生活において人と接する時に日頃からコーチングを
意識して傾聴や承認を行っていきたい。 
・1人でゲームをファシリテートする際、ゲーム内容ばかりを気にしていたがどん
な簡単なゲームでも子どもをどう盛り上げるか子どもはどんなことに興味があるか
を考えることで盛り上がり方や惹きつける力に違いがあると感じたため今後は、子
どもの興味のあることとそれをどう生かせるかを学んでいきたい。 
・幅広く子どもと接することは出来なかったため、遠慮せず、会話が出来るように
したい。そのせいか、引き付けにおいても成功できず、悔しい思いをした。 次に
こういった場があれば、コーチからのアドバイスから生かして特技を増やしたい。 
・実技テストにおいて、前日に行ったゲームよりは大分上手く出来たが、それでも
私の癖やゲームの進め方、褒め方、声のトーンなどにおいて納得のいくものではな
かったが、子どもたちの「楽しかった」の一言でやってよかった。もしまたこうい
った機会があれば、みんなから「楽しかった」と言われるような ゲームを作って
子どもたちと遊びたい。 
・子どもの人数に対して施設が小さいと思った。静かに過ごすだけなら事足りるが、
おもちゃを広げてのびのびと過ごすには他の子のことも考えて遊ぶようになるため、
狭いのではないかと思う。 
・施設内を歩くと靴下が真っ黒になった。裸足で歩いている子ども達の足の裏もゴ
ミやほこりだらけであったため、床の掃除をこまめに行った方がいい。子ども達は
トイレにもスリッパを履かずに入ることがある為、掃き掃除だけでなく拭き掃除も
行う方が望ましいと感じた。 
・窓も少なく、夏場であるにも関わらず冷房はあまり効いていない為、子どもの中
には汗をかいている子や鼻血を出す子がいた。そのため、現在より冷房を強くした
方が良いのではないかと考える。 
・キャンプではグループ分けがあったが、上級生をリーダーに男女をわけて、さら
には仲のいい人が一緒になっている気がしたので、全てばらばらなグループの方が
親睦を深めることができると思う。 
・施設自体は綺麗で過ごしやすい空間ではあると思うが、小さいスペースに全てが
凝縮されている分机の片付ける場所も子供の遊ぶスペースになっていたので安全面
には不安があった。 
・他の学童保育のサービスについてや、子ども、そして親が求めるサービスとはど
のようなものなのか調べ、さらに知識を深めていきたい。 
 
 
 
54 
 
 4）考察 
学生たちの報告から、「傾聴」「承認」「質問」の重要性と、また、それを個人
差はあれど、うまく実践していることがわかった。また、ティーチングとの違いを
意識しながら、コーチングの技術を駆使し、子ども達に対する接し方も学べたよう
である。 
さらに、子ども達の名前や学年を覚えたり、遠慮せず全力で遊ぶことで、心を開
いてくれていることを実感している。そのほか、子どもと関わるということがとて
も難しいことであることを改めて認識したようである。「子ども」と、一言で言っ
てもそれぞれの個性や性格から接する方法も変わり、それを学ぶことができたこと
も貴重な経験と言えよう。「子どもの可能性は無限大であって、それを引き出すこ
とができるのがこの KBCであり、コーチの力だと感じた。」という感想が非常に興
味深い。 
一方、課題となったこととしては、「リスクマネジメント」や「ファシリテート」
がうまくいかなかったという報告が目立った。これらはやはり経験を必要とするス
キルであり、座学だけで対応するのは大変なことであったと推察される。しかし、
学生たちは、正面からこれに向き合って、貴重な経験をしてきた。 
また、学生の報告から推し量るに、指導方法や設備などにおいて、施設ごとに若干
差異があるように感じられた。これについては、KBCにフィードバックしつつ、一
方で学生個々のスキルや熱意もばらつきがあることから、KBCと送り出す我々大学
側においても、しっかりとコーディネートしていかなければならないと感じた。 
いずれにしても、理論と実践を結び付けることのできる貴重なプログラムであり、
その有用性が学生の報告書からも裏付けられた。 
  
おわりに 
フィールドワークの現状と今後に向けた提言として、多くの大学のカリキュラムに
フィールドワークが取り入れられているが、本学ならではのフィールドワークを提供
することによって、これから社会に羽ばたく学生が現場を見つめ、自分自身を見つめ
なおすきっかけの一助となっている手ごたえを感じている。 
ことに本研究では、KBCキッズコーチ資格認定における FW研修に参加した学生を対
象に、参加する前の期待値と参加後の満足度、ならびに FWを通じて取得した知識や技
能、FWを体験した後の将来に対する考え方、上級学年に向けての大学生活の変化等に
ついて得られた感想を分析した。その結果、大多数の学生が各 FWを体験後、今後の大
学生活に向けての姿勢の変化が生まれた事は、今後の主体的な学習を考える重要な位
置を占めると考える。以上の研究に基づき、今後も学科新体制の中でのフィールドワ
ークの人材育成の具現化に迫っていきたい。 
 
 
 
 
 
 
